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研究成果の概要：本研究ではまず，ストレス管理行動への Transtheoretical Model（TTM）の

適用に関する系統的な文献展望を行った。ついで，TTM の構成要素やメンタルヘルスについ

て，高齢者約 2,000 名のデータを横断的および縦断的に検討した。これらに加え，ストレス管

理や高齢者の心身健康への心理的ケア等に関連する調査研究を実施した。研究によって，高齢

者の地域レベルでのストレス管理に TTM を適用したプログラムを開発するために必要な基礎

情報が明らかにされた。 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の高齢者施策では，以下の現状から，
地域全体の高齢者をモデルに含んだストレ
ス対策が急務である。まず，高齢者の自殺予
防の第 1次予防となるストレス対策の実証的
研究が不足している。加えて，平成 18 年度
から改正される介護保険制度の介護予防事
業の一般高齢者施策のうち，うつ病の第 1次
予防活動であるストレス対策立案に必要な
科学的根拠が存在しない。こうした現状への
対策を考えるために，本研究では行動の変容

ステージモデル（TTM: Transtheoretical 
Model; Prochaska & DiClemente, 1984）を
適用した研究を行う。 
行動の変容ステージモデルは，対象者の行
動変容に対する準備性の違い（変容ステー
ジ）に応じた介入を実現する包括的モデルで，
様々な健康関連行動の習慣化の支援で成果
を上げている。 
TTM では，人が行動を変容するまで，5つの
変容ステージ（前熟考，熟考，準備，実行，
維持）を経過すると理解されている。このモ



（3）地域に居住する高齢者約 2,000 名につ
いて，1 年後の追跡調査を実施したデータに
基づいて，分析を行った。 

デルでは変容ステージ以外に，自己効力感，
行動実施に対する恩恵と負担，変容プロセス
といった主要構成概念がある（Figure 1）。 

  
（4）高齢者約 200 名を対象にして，質問紙
調査を行ったデータを用いて分析を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Figure 1. Transtheoretical Model
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４．研究成果 
（1）2 つの電子データベースを検索し，つい
で検索された文献の引用文献を調べた。11 論
文が展望され，それらには展望 1 編，介入研
究 3 編，調査研究 7 編が含まれていた。全般
的に，ストレスマネジメントへの TTM の適
用では信頼性と妥当性が明確ではなかった。
ステージ別に行われた介入は，ステージ別で
はない介入と比較して良好な結果をおさめ
ていた。TTM は健康心理学の領域で広く用
いられているが，このモデルを適用するため
には十分な注意が必要であると思われる。な
ぜなら，行動変容の過程は，ストレス管理行
動の特徴や複雑さ（禁煙行動などは「吸って
いる・いない」のように行動が明確であるが，
ストレス管理は「適度なストレスに調整す
る」のように複雑かつ不明確・主観的である），
ストレッサーやサポートなどの存在、文化的
な文脈によって異なると考えられるからで
ある。 

 
 
TTM を用いた研究・実践では，ターゲットと
する行動を設定し，その行動に関する変容ス
テージを軸に，各構成概念の関係を明らかに
する。その上で，基礎研究の知見をもとに介
入プログラムを開発するという手続きを取
ることが多い。 
 TTM は，地域全体を対象にした包括的な健
康行動の変容プログラム立案に優れたモデ
ルであることが立証されてきたが，ストレス
マネジメント行動については，現在，変容ス
テージの測定について数編の論文が見られ
る程度で，未開拓の分野である。 

 
（2）ストレスマネジメント行動の実施頻度
と変容ステージとの関係を検討するために，
ストレスマネジメント行動実施頻度の合計
得点を従属変数，変容ステージを独立変数と
した 1要因の分散分析を，全体，性別（男性 
/ 女性）および年代（65-74 歳 / 75 歳以上）
別に実施した。分析の結果，全ての分析で有
意な主効果が見られた（Table 1）。 

 
２．研究の目的 
 本研究では，TTM に基づいた，地域での高
齢者ストレス対策立案に役立つ基礎研究を
実施することを目的とする。具体的には，3
ヵ年で，変容モデルを構成する諸概念の包括
的な横断的検討，縦断的検討を実施する。 

具体的には，（1）ストレス管理行動への
TTM 適用について先行研究のレビューを行
い，課題を整理する，（2）ストレス管理行動
の TTM 構成要素について信頼性と妥当性を
検討する，（3）ストレス管理行動の変容ステ
ージについて，地域の代表的な高齢者サンプ
ルを対象にして，縦断的な変化を検討する，
（4）地域でのストレス管理に必要な諸概念
を検討する，の 4 点を目的とした。 

 
 
 

PC a C P A M
(SD) (SD) (SD) (SD) (SD)

3.9 4.3 4.9 5.1 5.9

(2.4) (2.1) (2.2) (2.2) (2.4)

Table 1. 変容ステージ別のストレスマネジメント行動

実施頻度合計得点 (SD)

a PC: 前熟考ステージ; C: 熟考ステージ; P: 準備ステージ; A: 実行ステージ

; M: 維持ステージ,.b *: p  < .05, ***: p  < .001.

Tukey HSD b

PC < P***, A***, M***;
M > C***, P***, A*

 
３．研究の方法 
（1）PsycINFO（米国心理学会）と PubMED
（米国国立生物工学情報センター）の 2 デー
タベースを用いて，TTM がストレス管理行
動に適用された研究をもれなく検索し，文献
内容の系統的なレビューを行った。 
 
（2）地域に居住する高齢者約 2,000 名のデ
ータに対して，横断的な質問紙調査を行った
データについて，分析を行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
各群について，ストレスマネジメント行動

の変容ステージが維持ステージへ向かうに
つれて，自己報告されたストレスマネジメン
ト行動の実施水準が増加する傾向にあった。
この結果は，本研究で使用した尺度の基準関
連妥当性の一部が証明されたことを示唆し
ており，高齢者のストレスマネジメント行動
について変容ステージの分類が有効である
ことを示していると考えられる。 
 



（3）変容ステージ分布の変化:ベースライン
（T1）から 1 年後（T2）への変化について，
Kappa = .30（p < .001）となり，弱い関連
が認められた。T1 で前熟考期の者の（72.6%）
が T2 でも前熟考期であった。一方，熟考・
準備・実行期については，T2 のステージはば
らついていた。維持期については，約半数
（53.9%）が T2 も維持期であったものの，
34.9%の者は前熟考期へと後退していた。 
T1 ステージと T2 精神的健康の関連:T1 の

変容ステージを独立変数とし（基準カテゴリ
は維持期），性別，年齢，T1 の不安／抑うつ
を共変量，T2の不安／抑うつを従属変数とし
たロジスティック回帰分析を実施した結果
（Table 2），有意なオッズ比は，①不安あり
について，関心期 1.73（95%CI: 0.91-3.30），
実行期 3.46（1.21-9.89）となり，維持期で
あった者と比較して，関心期・実行期だった
者は 1年後に不安あり群となる可能性が高か
った。特に，ストレス管理行動を始めたばか
りの者に支援が必要であることが示唆され
た。②抑うつありについて，前熟考期 1.57
（1.10-2.25）であり，維持期であった者と
比較して，前熟考期であった者は 1年後に抑
うつあり群となる可能性が高かった。ストレ
ス管理行動を維持すると精神的健康が保た
れるという関係性が部分的に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）高齢者の日常において生じやすいスト
レッサーを測定する尺度を開発した。 
 調査 1では，予備調査に基づいて作成した
82 項目の日常いらだち事項目について，中高
年者 158 名が頻度と強度を 4件法のリッカー
トスケールにより評定した。 

項目分析と因子分析の結果，47 項目 10 因

子（「子供・家族」，「自分自身」，「自分の健
康」，「配偶者」，「生きがい感」，「社会的活動
縮小」，「仕事」，「年齢による差別」，「親」，「経
済・家計」）からなる HIJE が作成された。尺
度は内的整合性を備えていた（クロンバック
のα.69～.90）。 

調査 2では，275 人の中高年者が HIJE と精
神的健康に関する質問へ回答した。HIJE と精
神的健康との関係を相関分析と重回帰分析
によって検討した。調査 2において，HIJE と
精神的健康との間には有意な関係があり，そ
の結果には性差が見られた。研究結果の解釈
に制限はあるが，研究から，中高年者の日常
いらだち事の特徴，ならびに日常いらだち事
と精神的健康との関係が示された。 
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